
  平
成
二
十
九
年
度
一
般
社
団
法
人

北
海
道
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
定

時
総
会
を
六
月
三
日
（
土
）
午
後
二

時
よ
り
札
幌
医
科
大
学
に
お
い
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
二
、

三
七
〇
名
（
当
日
出
席
四
一
名
、
委

任
状
二
、
三
二
九
名
）
で
し
た
。
冒

頭
、
東
会
長
挨
拶
の
後
、
北
臨
技
永

年
会
員
表
彰
の
表
彰
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
に
佐
藤

穣
氏
（
道
央
地
区
）
を
選
出
し
議
案

審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

第
一
号
、
第
二
号
議
案
の
平
成
二

十
八
年
度
事
業
経
過
報
告
・
一
般
会

計
お
よ
び
会
立
検
査
所
決
算
報

告
・
監
査
報
告
が
審
議
さ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
第
三
号
議
案
で
は
、
定

款
お
よ
び
会
費
規
程
の
改
正
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
四
号
議
案
で 

は
、
三
月
末
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
伊

藤
政
彦
常
務
理
事
の
後
任
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
松
田 

靖
氏
（
保
健 

              

  

科
学
研
究
所
札
幌
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
第
五
号
議
案

で
は
、
来
年
度
開
催
予
定
の
第
九
十

二
回
北
海
道
医
学
検
査
学
会
を
道

央
地
区
が
担
当
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
平
成
二
十
九
年
度

第
二
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

日
臨
技
関
連
の
報
告
、
部
会
報
告

等
の
各
種
事
業
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
日
臨
技
か
ら
は
「
検
体
採
取
等

に
関
す
る
厚
生
労
働
省
指
定
講
習

会
」
の
受
講
率
促
進
へ
の
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
各
施
設
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
未
受
講
の
方
々
に
受
講
を
勧

め
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
第
91
回
北

海
道
医
学
検
査
学
会
（
小
樽
地
区
担

当
）
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
田
中
学

会
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今

学
会
で
は
初
日
に
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
会

員
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

議
案
審
議
で
は
、
道
南
地
区
で
開

催
予
定
の
地
区
連
携
会
議
へ
の
役

員
派
遣
、
「
平
成
二
十
九
年
度
検
査

説
明
・
相
談
が
で
き
る
臨
床
検
査
技

師
育
成
講
習
会
」
、
北
臨
技
講
習
会
、

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
、
部
門
会
議
等
の
企

画
予
算
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
度
も
三
か
月
が

過
ぎ
ま
す
が
、
各
種
講
習
会
等
、
充

実
し
た
内
容
の
事
業
が
続
き
ま
す

の
で
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参

加
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

（
副
会
長 

早
坂
光
司
） 

臨床検査業務功労者 厚生労働大臣表彰  
～日臨技 65 周年・法人化 55 周年記念式典にて～ 

           平成29年6月23日(金)霞山会館にて、一般社団法人日本臨床衛生検査 

            技師会 創立65周年・法人化55周年記念式典が開催されました。この記 

念式典において厚生労働大臣表彰 表彰状授与式が行われ、総勢93名の 

会員の方々が受賞されました。北海道からは、新田克明（牧田病院）、 

高橋道範（第一岸本臨床検査センター）、柴森浩一（三愛病院）の3名の方 

が受賞されました（写真）。受賞おめでとうございます。 

また、翌 24 日(土)には、日臨技 平成 29年度定時総会が開催され、 

活発な審議がなされ全ての議案が承認されたことをご報告します。総会 

議決権行使にご協力いただき、お礼申し上げます。 （会長 東 恭悟） 

日本臨床検査技師連盟への加入のお願い 
 日本臨床検査技師連盟（「連盟」）は「臨床検査の質の
向上」及び「法改正」の実現を図り国民の医療・福祉に
寄与することを目的に平成10年7月に設立されました。 
 科学技術の発展は医学・医療において飛躍的な技術革
新を遂げ、これに伴い検査技術は高度化し診断・治療に
及ぼす臨床検査の重要性は年々増大しています。国民に
良質な医療技術を提供するためには臨床検査関係の法
整備が必要です。また、臨床検査技師の身分や地位向上
を目指すには法律の改正が必要です。 
 これらの要求は私たち臨床検査技師自身が努力を惜
しまず自分たちの手で行なわなくてはなりません。法改
正や重要な政策要求を行なうには国会に依存すること
が大であり、政治団体として「連盟」が必要です。 
 連盟には連盟の趣旨に賛同する個人が入会できます。
連盟の入会申込み等々、詳細は日臨技ホームページより
お願いします。→http://www.jamt-renmei.org/ 

（副会長 橘内 健一） 

平
成
29
年
度
北
臨
技
定
時
総
会
・
第
2
回
理
事
会
終
了
報
告 

北臨技研修事業 申込受付中！ 
＊第31回基礎セミナー（微生物・小樽）7/29 3000円 

＊第199回講習会（輸血・札幌）8/5 3000円 

受付開始！ ＊検査説明相談講習会（札幌）8/26 3000円 

＊第32回基礎セミナー（輸血・帯広）8/26 3000円 

＊第200回講習会（血液実技・札幌）9/2 5000円 

検体採取等に関する厚生労働省指定講習会ご案内 

日 時：7月22日(土)11時～23日(日)17時15分 

会 場：札幌医学技術福祉歯科専門学校 講堂 

受講料：日臨技会員10,000円（非会員30,000円） 

申込み：日臨技HPにて 7月7日(金)まで 

第 30 回北臨技基礎セミナー終了報告 

6月10日、室蘭地区にて開催しました。生理機能部門
では平成27年度から「呼吸機能検査の精度管理を学ぶ」
をテーマとして基礎セミナーを開催してきました。今回
も呼吸機能検査の基礎と精度管理に加え、心電図の基礎
として不整脈と虚血に分け、基礎から実践編まですぐに
臨床で活かせる内容のセミナーとなり、受講者から「コ
ツを聞かせてもらえてよかった」「基礎知識を整理でき
て勉強になった」など、大変好評をいただきました。 
今後は、同内容にて空知地区で開催予定ですが、この

テーマでの最終回となりますので、多くの皆様にご参加
いただければと思います。（生理機能部門長 齋藤 和） 
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左から、柴森技師、高橋技師、新田技師、 
受賞おめでとうございます。 

1) 札幌市南区 病院 正職員 検体検査・心電図・スパイロ 

2) 札幌市北区 病院 正職員(パート可) 超音波ほか 勤務開始時期応相談 

3) 北見市 公的病院 正職員 細胞検査士 40歳迄 勤務開始時期応相談  

4) 函館市 公的病院 正職員 生理検査 超音波経験者希望 9/1採用予定 

5) 岩見沢市 公的病院 パート(産休育休代替) 10月より1年程度 

6) 旭川市 技師養成校 専任教員 募集期間6月末～7月末 
…詳細は北臨技事務所へお問合せください… 
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